
【担当省庁】国土交通省

広域道路ネットワーク整備の加速 リニア中央新幹線の開業を見据えた広域道路ネットワークの構築

奈良県における一般道路（国道・県道）の道路整備率は約３４％で全国第４７位であり、紀伊半島アンカールートをはじめとする広域道路
ネットワークの整備促進、生産性向上に資する関連事業の令和６年度補正予算を例年以上に確保

２０３７年に迫るリニア中央新幹線の全線開業と「奈良市附近駅設置」の整備効果を最大化し、県全域に波及させるため、高速道路のミッ
シングリンク・ボトルネックの解消

継続的・安定的に国土強靱化の取組や「半島防災」を進めるため、国土強靱化実施中期計画について、骨太方針2024を踏まえつつ、出
来るだけ早期(令和６年度内)に必要な事業規模、及びその対策期間を盛り込んだ計画の策定と、ミッシングリンクの供用目標を早急に公表

【県担当部局】県土マネジメント部道路建設課・道路マネジメント課

＜広域道路ネットワークの整備促進＞

提供：ＪＲ東海

しもきたやまむら かみいけはら

■京奈和自動車道 大和御所道路（４．４ｋｍ）

・本線の早期開通にむけて供用目標を早
急に公表し、工事の促進（用地取得完了）

国道１６９号下北山村上池原の崩土災害

トンネル工事の発注手続きに着手

～奈良県新広域道路交通ビジョン・計画に基づく整備促進～
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■学研都市連絡道路 清滝生駒道路の整備促進

＜用地進捗状況＞
Ｒ 5．3月末（約８４％) ⇒Ｒ 6．3月末（約９１％）

・用地取得及び工事の促進

清滝生駒道路3

＜舗装補修対策＞

国にお願いすること

至和歌山
たかやま

高山高架橋下部工（R6.4）橋梁下部工（R6.3）

・令和６年度から令和10年度の五カ年に、予算を集中的に投入

・道路の重要性や交通量に応じて管理区分を設定し、区分毎に、
管理目標・舗装点検の方法等を決定し、めりはりをつけた舗装
管理計画に基づき実施

■ ならの道 リフレッシュプロジェクトの実施 【今後、５年間において優先的に実施する路線】

管理区分Ａ（大型交通量1,000台/日･方向以上）の

県管理道路（L=約110km）のうち、損傷度Ⅲ（L=約29km）
を優先的に調査、設計及び修繕工事を実施。

損傷度：ひび割れ、わだち掘れ、IRI（凹凸）の３指標より判断

「５カ年の舗装補修計画」

に必要となる

予算の所要額確保

損傷度Ⅲ：修繕段階
損傷が著しい段階

損傷度Ⅲのうち、FWD調査により、路盤
からの打ち替え等が必要な箇所について

 被災地頭部地質状況

モルタル吹付の
 亀裂・開口

 被災直後（12/24時点）
被災直後（12/23時点）

開口亀裂

・別線トンネルルートによる本格復旧の早期完成

（仮称）橿原JCT大阪方面接続ランプ
令和８年春開通予定

ランプ橋上下部工
（R6.8）
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（仮称）奈良IC～郡山下ツ道JCT1

橋梁上部工
（R6.8）

至
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山

至
奈
良
市

・地方整備局職員定員増などの体制の充実・強化紀伊半島アンカールート

■国道１６８号 五條新宮道路の整備促進

・用地取得及び工事の促進

■国道２５号 斑鳩パークウェイの整備促進
■国道１６５号 香芝柏原改良の整備促進
■国道１６５号 中和津道路（桜井市～三重県境） 調査・検討

[ 高規格道路 ]

《 事業区間》
国の権限代行事業（１ヶ所）：伯母峯峠道路

県事業（２ヶ所） ： 御所高取ＢＰ、高取ＢＰ

《 事業区間 》
国の権限代行事業（３ヶ所）： 長殿道路、風屋川津・宇宮原工区、

十津川道路（Ⅱ期）
県事業（１ヶ所） ： 新天辻工区

■京奈和自動車道 大和北道路の整備促進

（仮称）奈良北ＩＣ～（仮称）奈良ＩＣ ［区間①］

・トンネル工事の早期着手 （６．１ｋｍ）

（仮称）奈良ＩＣ～郡山下ツ道ＪＣＴ ［区間②］

・工事及び用地取得等の促進 （６．３ｋｍ）

・早期開通にむけて供用目標を早急に公表

＜用地進捗状況＞
Ｒ 5．3月末（約９０％） ⇒Ｒ 6．3月末（約９１％）

■名阪バイパスの具体化に向けた検討

京奈和道～名阪国道

・名阪国道は線形が悪く、死傷事故が多発

■国道１６９号 奈良中部熊野道路の整備促進

・国土強靱化実施中期計画への位置付け

・用地取得及び工事の促進

[ 一般広域道路 ]

橋梁上部工（R5.7）
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京奈和自動車道
凡例

○ 京奈和自動車道は、関西圏の環状ネットワークにおける関西大環状道路の一軸を担ってお
り、３府県を縦貫する高規格道路である。

○ 関西圏における国土軸の道路整備と合わせて、京奈和自動車道の整備を推進することによ
り、経済成長と観光立国を実現するシームレスネットワークが構築される。

○ また、国土軸との直結により、関西圏のポテンシャルを最大限発揮可能となり、物流・産業拠
点の連携による経済の一層の活発化、観光都市の広域的な連携の強化につながる。

京奈和自動車道の整備による効果 ～経済成長と観光立国を実現するシームレスネットワークの構築に向けて～

都市間の連携を高め、
高まる観光需要に応える

京都

奈良

神戸
大阪

関西国際空港

観光立国の実現に寄与

和歌山

空港・港湾と国土軸が直結し、
物流・産業拠点間の連携が活発に

国土軸

空港

港

国際競争力強化

■奈良県は災害リスクが比較的少ない内陸部
平均台風接近数 (平成26年～令和5年までの10年間）

出典：都道府県別震度観測回数（気象庁） 出典：気象庁HP「各種データ・資料」より作成

■京奈和自動車道の開通による効果・ポテンシャル

震度4以上の震度観測回数 (平成26年～令和5年までの10年間）

（回）
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（回）

※「接近」は台風の中心がいずれかの気象官署から300km以内に入った場合を指す
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